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究極の情報公開「施策プロセスの見える化」の本格実施について（素案）





基本的考え方








公表内容の調整（部内）





公表項目の選定の調整（部内）


（新規項目のチェック）





作業内容











[取扱い]


　記録内容


　・基礎情報　


（概要、発端、主な意見、今後の予定）


　・意思形成プロセス情報


　所属長  　　　（方針決定した議事概要等）


　知事、副知事、部長（すべての議事概要等）


[留意点]


・議事概要内容


（日時、出席者、議題、主な意見、結論）


　・即時非公表項目の記録を蓄積














[取扱い]


　公表項目に関する打合せ資料と議事概要を保管（チームサイト）








[留意点]


・チームサイトを有効活用し、職員間の情報共有












































【究極の情報公開「施策プロセスの見える化」の趣旨】


～府が保有する情報は、本来は府民のもの　（情報公開条例前文）～





○府政情報の積極的な公開は、府政の透明化を促進し、府民の府政への理解と関心を高めます。その結果、より多くの府民の声が寄せられ、府の施策立案や業務改善などに役立てることになります。


○職員が、常に府民に見られているという意識で、日常業務に取り組むこととなり、府組織のガバナンスを高めることにもなります。


○「施策プロセスの見える化」は、各所属での業務・施策における検討や調整にかかる記録のうち、府民等の関心が高く、知事等と打合せを行うような重要事項についての意思形成プロセス情報を、行政自ら府民と共有しようとする積極的・前向きな行動です。


○意思形成プロセス情報を所属職員間で共有することにより、所属においてもさまざまな業務改善につなげることができます。


対象とする意思形成プロセスとは？


　・知事・副知事・部長、所属長と行った打合せ（決裁、レクなど）


・庁内横断的な会議、審議会などの庁内の各種会議


・国、他自治体や各種業界団体などの庁外会議





今後の予定











[取扱い]


　公表項目は、府民等の関心が高い重要な項目から各所属で設定


　公表項目選定の参考�（例）知事の指示事項、議会で約した事項


　　　戦略本部会議の議題、部局長マニフェスト、


知事重点事項　等


 [留意点]


・知事指示等が新たに発生した場合は、項目の設定を判断





施策プロセスの見える化





３で保管した情報を


ホームページに公表





公表項目を


所属において設定





１で決定した課題の


意思形成プロセスを記録
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2
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公表項目の意思形成プロセスの記録





公表項目の意思形成プロセス情報


（資料、議事概要）を保管





【取組概要】～府民にわかりやすいという視点～


１．府民に公表する項目（重要事項）を設定


２．公表項目に関する意思形成プロセスの記録、保管・共有


３．意思形成プロセス情報の公表（ホームページに掲載）


【開始時期】


　Ｈ２３．４ 以降の意思形成プロセス発生分を記録


　Ｈ２３．６ 頃　意思形成プロセス情報を公表（予定）


【対象所属】


　本庁全部局全所属


【庁内の役割】


１．本庁各所属　	公表項目の設定、記録、保管・共有　公表　


２．各部局総務課	公表項目の設定及び公表の部内調整


３．府政情報室　	制度企画、全体調整、システム管理


　











１．各部局説明（H22.12～）


⇒実施素案の提示	


２．次長会議（H23.1or2）


⇒実施案の提示


３．部長会議（H23.1or3）


      ⇒実施協力依頼


４．項目確認（H23.3）


５．HP等技術講習（H23.3～）





【本格実施】


６．記録開始（H23.4～）


７．項目確認（H23.5）


８．公表開始（H23.6～）





各部局総務課及び所属にお願いする作業





２で作成した情報を


チームサイトに保管・共有











[取扱い]


・ホームページ（府民チェックボード）に公表


（所属長による公表検査）


[留意点]


・公表内容は、非公表情報（事務執行支障、個人情報等）が含まれてないことを確認して公表


・第三者に関する内容がある場合は、了解を得た上で公表


・即時非公表項目は、公表可能な状況に至った時点に適宜公表





各部局


総務課





公表項目の設定


関係職員への伝達





公表項目の意思形成プロセスの記録を


関係職員に指示








意思形成プロセス情報の公表実施





公表項目の意思形成プロセス情報


（資料、議事概要）の確認





所属長�（Ｇ長）








各Ｇ関係職員








